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市政トピックスHearts of TOCHIGI

第 9回ふるさとパンフレット大賞で
「パックン賞」を受賞

　栃木市で制作したプロモーション冊子「Tochigi 
City Real Visual Magazine “aru” vol.4」が、
（一財）地域活性化センターの主催する「地域プロ
モーションアワード2021『第 9回ふるさとパン
フレット大賞』」において、審査員であるパックン
さんが選んだ「パックン賞」を受賞しました。
　“aru” は、栃木市ホームページのプロ
モーションサイトにてご覧いただくこと
ができます。

パラリンピック銅メダル！
大谷桃子選手が市役所を訪問

　東京２０２０パラリンピック大会車いすテニス競
技女子ダブルスで銅メダルを獲得した、栃木市ふる
さと大使の大

おおたに
谷桃

もも こ
子選手が、栃木市役所を訪問しま

した。大谷選手は、同大会において、上
かみじ
地結

ゆ い
衣選手

とペアを組み、中国ペアとの3位決定戦を制しま
した。
　栃木市では、大谷選手の功績をたたえ、令和 3
年度の市民栄誉賞を授与しました。

銅メダルを手にする大谷桃子選手

魅力発信特使に
新たに 6名を認定

　「栃木市魅力発信特使」は、栃木市民の一体感を
醸成し、愛着をより一層高めるため、栃木市の明る
い未来を築いていこうという志を持って、それぞれ
の分野で活躍する個人や団体などを認定する制度で
す。12月 10日、新たに認定された特使のうち５
名（写真上）に、市役所本庁舎にて認定証を交付し
ました。
　魅力発信特使のプロフィールは、市
ホームページをご覧ください。
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　波平さんが認知症に！その時、家族は、社会はどの
ように支えるのか。日本で最も有名なあの一家を例に
成年後見制度について解説します。

　花といちごで “いちご一会 ”のおもてなし。
会場がフラワーディスプレイで彩られます！

日 時　2月11日（金・祝）13時30分～15時 30分（13時受付）
会 場　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）大ホール
対 象　どなたでも　     　　　　費 用　無料
定 員　400人（当日先着順）
　        ※感染症対策のため当日受付にて住所・氏名・連絡先を記入いただきます。
講 師　 渡辺 哲雄 氏（日本福祉大学中央福祉専門学校専任教員、三重県菰野町社会福祉協議会法人後見委員会副委員長）
問合先 栃木市成年後見サポートセンター（栃木市社会福祉協議会内）☎（22）4501
　　　　地域包括ケア推進課　☎（21）2244

日 時　2月26日（土）・27日（日）
　　　　9時30分～16時
会 場　とちぎ花センター（岩舟町下津原）
費 用　入場無料
内 容 　 会場を花いっぱいに装飾／家庭内飾

花の提案／撮影コーナー／撮影した
写真のSNS投稿で花苗プレゼント（各日先着50名）／いちご使用
のスイーツや加工品の販売（センター内「はなカフェ」）／寄せ植え
体験教室／スタンプ＆フォトラリー／栃木県花の展覧会　など

問合先 花と苺のフェスティバル実行委員会（栃木県農政部生産振興課）
　　　　 ☎028-623-2329

栃木市成年後見制度・市民後見人啓発事業

「認知症になった波平さん」
～契約社会と成年後見制度～

花と苺のフェスティバル

新斎場の基本設計がまとまりました

　新斎場整備運営事業は、市議会の令和３年３月定例会の議決を経て、本契
約締結となり、その後、事業者が設計作業を進めてきました。このたび、基本
設計がまとまりましたのでお知らせします。
　周辺の自然環境と融和し、やさしさとやすらぎに包まれた斎場を目指します。

建物概要
所在地　：栃木市岩舟町三谷地内
敷地面積：約２４，８００㎡
主要用途：火葬場
構造・階数：鉄筋コンクリート造　　
　　　　　　地上２階建
建築面積：約２，９８３㎡
延床面積：約４，３３０㎡

火葬炉：８炉
告別室：３室
収骨室：３室
待合室：８室
式　場：１室
　　　　　　　　など

　今後も新斎場整備運営事業につきまして、皆様のご理解とご
協力をお願いいたします。
※詳細は市ホームページをご覧ください。

問 斎場整備室☎ (21) ２４２８

基本方針

　①効率的で可能な限りコンパクトな施設設計
　②自然豊かな山あいの景観と調和した斎場
　③ご遺族・会葬者の心情に寄り添うホスピタリティ溢れる斎場


